
入院患者の転倒・転落発生率医療安全推進室

【具体的な計画】
2010年から、転倒転落防止アルゴ
リズムを用いた患者の転倒リスク評
価、及びそのリスクに応じた対策を
講じている。
2020年より、三島医療圏を巻き込
んだ不眠対策にも取り組んでいる。

【実行内容】
・転倒転落発生後ラウンド
・離床センサー導入
・環境アセスメント・対策検討

【評価】
入院患者の転倒・転落発生率は月によっ
てばらつきがある。

損傷レベル2以上の発生率は日本病院会
QIプロジェクトの平均を上回っているが、
レベル4以上は平均値より低い値で推移
している。

【処置・改善】
2024年より、転倒・転落・身体抑制ワー
キンググループを立上げて、患者が安全
な入院生活が過ごせるよう、転倒転落防
止のための対策及び身体拘束の低減を
目指している。
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